
住友ゴムグループは、地球環境保全活動を経営の最重要事項と位置付け、グループ全体の環境経営を継続的に

進めています。また、事業所周辺を中心とした地域社会への貢献活動も積極的に行っています。

ISO14001のグローバル統合認証の取得に向けた活動を開始

当社は、グループ全体で持続可能な社会の発展に貢献していくため、ISO14001の

グローバル統合認証の取得に向けた活動を開始しました。当社はすでに、国内外の工

場・関係会社の11拠点で個別認証を取得していましたが、2008年以降、住友ゴムグルー

プのグローバル統合認証の取得を進め、2010年には国内外32拠点の統合認証の取

得を完了する計画です。

このグローバル認証を取得することで、グループの環境管理体制を一元化するととも

に、グループ全体でPDCAサイクルを回すことにより、持続可能な社会の発展に貢献し

ていくための取り組みを積極的に推進してまいります。

環境保全および地域社会貢献への取り組み
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市島工場が環境省から揮発性有機化合物対策功労者特別表彰ならびに

大気環境保全活動功労者表彰を受賞

SRIスポーツ（株）の市島工場が、環境省より揮発性有機化合物（VOC）対策功労者

特別表彰ならびに大気環境保全活動功労者表彰を受けました。市島工場では、工場

におけるゴルフボールの製造過程で排出されるVOCの削減対策として、塗料自体の改

良のほか、塗装前の処理方法など生産技術上の改善、そして製造現場力を中心とした

細やかな改善に取り組み、2004年以降、使用するVOCの量を2000年比で60%削減

しています。

インドネシア子会社が「環境報告書2007」を発行

当社のインドネシア子会社であるピーティースミラバーインドネシア（以下、スリンド）は、

このたび初めての「環境報告書」を発行しました。当社の海外子会社による環境報告

書の発行は、中国の住友橡膠（常熟）／住友橡膠（蘇州）有限公司に次いで2番目とな

ります。

スリンドは1997年の操業開始以来、環境保全活動を推進してきました。2003年には

ISO14001の認証を取得、2004年12月には埋立廃棄物を1%未満にしたゼロエミッショ

ンを達成。その後もさらなる緑化、清掃活動、環境改善、環境教育を進めた結果、現

在各種環境保全データは著しく改善しています。

園庭・遊具下用ロングパイル人工芝「Hibrid-Turf（ハイブリッドターフ）PG」を

白河市内の幼稚園に贈呈

SRIハイブリッド（株）は、2007年4月、工場所在地である福島県白河市の幼稚園に、

衝撃吸収性を高めたクッション性遊具下用ロングパイル人工芝「Hibrid-Turf（ハイブ

リッドターフ）PG」200㎡を贈呈しました。これまでも同社では、住友ゴムグループ

工場近隣の幼稚園・保育園に「Hibrid-Turf（ハイブリッドターフ）PG」を寄贈しており、

園関係者からは「子供たちの遊び場の安全確保ができた上、屋外で遊ぶ時間が増え

体力増進にもつながる」などの評判をいただいています。

子供たちへのゴルフスクールを開催

SRIスポーツ（株）は、若者に幅広くゴルフを親しんでもらうこと、また、ゴルフを通じて

健やかな身体作りに貢献することを目的として、2002年から特定非営利活動法人（NPO）

ゴルフパーク主催で開催される「ダンロップジュニアゴルフスクール」に協力しています。

また、2007年10月には、グループ会社が運営するゴルフスクールにおいて「ダンロップ

ジュニアスクール」を開校しました。同スクールでは、ゴルフの上達はもちろん、ルール

やマナーに関する講習も同時に行い、ゴルフを通じて子供たちの健全な育成を図って

いきます。

“FTSE4Good Global Index”に継続採用

住友ゴム工業（株）は2007年、世界的なSRI（社会的責任投資）インデックスの1つで

ある“FTSE4Good Global Index”に、2006年に続いて採用されました。FTSE4Good

とは、英国の株式指数開発機関であるFTSEインターナショナル社が、社会的責任投資

の対象として、「環境面（環境保全に向け積極的に行動していること）」「社会面（ステー

クホルダーとの建設的な関係を構築していること）」「人権面（世界共通の人権擁護に

取り組み、この活動を支持していること）」の視点から企業を選ぶ指数シリーズです。

住友ゴム工業 19


